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分解は 1 次反応で，反応速度は塩酸濃度に比例する D( i ) 
( i) 吸光度の時間変化から求めた速度すなわち試料の減少速度と，生成アミンの増加速度は一致
する。
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乙の反応の活性化エネルギーは 20.2 ，.._，20.5 Kcal/mole である。水酸化リチウム， トリエチノレアミンな
どの塩基は触媒作用を示さない。
ポラジン誘導体の加水分解
主として H3N3B3 (C三 C-C6Hれを試料として行なった実験の結果は次の通りである。
( i ) 酸，塩基ともに触媒作用を示す。
( i) 吸光度の変化速度から求めた試料の変化速度とアミンの生成速度は等しい。
(ii ) 塩酸触媒反応， トリエチノレアミン触媒反応のいずれに於いても l 次反応である。また触媒に
関しでも 1 次である口




ミン触媒反応...・H ・..……k;}bS/k~bS = 1.7 
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この反応の活性化エネ lレギーは 4.79 Kcaljmole と非常に低い口このことは，ブチ jレ基の電子供与性
によって，アルコーノレの 0 原子上の電子密度が増加し， -OC4Hg がーOH などよりも容易にボラジ
ン環の B 原子に付加し得る乙とを示すものであろう。また，この反応の頻度係数も非常に小さく 7.8






芳崎君は， トリス (N-ジプチルボリノレ-4-メチノレー 2 ーピリジルアミノ)ボラン…… (1) ，およびボ
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ず (1 )を攻撃し， *印を附した N に H寸附加したものと中性分子との問に酸塩基平衡が成立する D
次に律速段階として矢印で示した結合の切断が起り，引続いて速かに全分子の崩壊が起るのである。
(ll) は酸および塩基のいずれによっても加水分解が促進されるが，この反応についても( 1) の
場合と同様の手法を用いて速度論的解析を行なった。この場合には( 1 )におけるような平衡は存在
せず， H+ または OHーの附加が律速段階であることが結論された。
以上述べたように，芳崎君の研究は，従来あまり研究されていないホウ素一室素結合を骨格とする
有機化合物について，その加水分解反応の機構を明らかにしたものであって，この分野の化学に新し
い知見を加えたものである。
よってこの論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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